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2.検討の流れ
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⚫ 水害（洪水
、津波）

⚫ 土砂災害

⚫ その他直近
の災害状況

ハザードエ
リアの整理

⚫ 居住、建物
のリスク

⚫ 都市機能の
リスク

⚫ 防災関連施
設のリスク

災害リスク
の評価

⚫ 分野別課題

⚫ 地域別課題

防災上の
課題の整理

⚫ 地域別の取
り組み方針

取り組み方
針の検討

⚫ ハード、ソフ
トの具体策

⚫ 目標値

⚫ スケジュー
ル

⚫ 防災指針関

連制度の整
理

具体策、目
標値、スケ
ジュールの
検討

調査項目

今回の会議での報告範囲



3.調査項目の設定
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項目 内容 使用データ、出典

ハザードエリア 水害（洪水、津波） 国土数値情報（H27 洪水浸水想定区域）
国土数値情報（H27 津波浸水想定）

床上・床下浸水状況 床上・床下浸水一覧（H21～R1 大竹市）

土砂災害 国土数値情報（R2 土砂災害警戒区域）

平成30年西日本豪雨 平成30年7月豪雨災害の状況について（大竹市）

災害リスクの評
価

居住、建物の
リスク評価

人口分布 将来人口・世帯予測ツールV2（H27 国調対応版）

都市機能の
リスク評価

行政施設 市町村役場等 国土数値情報（H22 市町村役場等及び公的集会
施設）

医療施設 内科又は外科のある病院又は診療所 国土数値情報（R2 医療機関）

高齢者福祉施設 介護保険事業所 国土数値情報（H27 福祉施設）

商業施設 大規模小売店舗立地法の対象となる施設又
はスーパーマーケット

iタウンページ（R3.7）

鉄道駅、交通結節点 公共地図（ESRIデータ）
国土数値情報（H23 バスルート）
国土数値情報（H22 バス停留所）
大竹市ホームページ（H30.10 こいこいバス）

防災関連施設等
のリスク評価

避難施設 大竹市緊急避難場所・指定避難所一覧（R3.6 危
機管理課）

要配慮者利用施設 主として高齢者、障害者、乳幼児その他特に
防災上の配慮を要するものが利用する施設

大竹市地域防災計画ほか

国土数値情報： https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html

将来人口・世帯予測ツール： https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/cohort-v2
iタウンページ： https://itp.ne.jp/

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/cohort-v2


4.ハザードエリアの整理（水害）
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洪水浸水※1 津波浸水※2

⚫ 大竹市では、南部を流れる小瀬川による洪水浸水災害が想定される

⚫ 市街化区域では大竹地域の中心部において津波浸水が想定されているほか、小方地域
の南部においても津波浸水が想定される

恵川大膳川 新町川浸水想定※3

恵川

大膳川

新町川

※1 一定の条件の下で大雨が降り、小瀬川の堤防が決壊し
氾濫した場合に想定される浸水想定区域

※2 最大クラスの津波が悪条件下（地震による堤防決壊、
最も潮位が高い）において発生した場合に想定される浸水想定区域

※3 市内の新町川、大膳川、恵川について50年に1度の規模の降雨が
発生した場合に想定される浸水想定区域



4.ハザードエリアの整理（床上・床下浸水状況）
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⚫ H21年～R1年までの床上・床下浸水状況を重ね合わせることで被害状況を整理した
⚫ 床上浸水は本町地区から白石地区にかけて、また立戸地区等でも複数年発生している
⚫ 床下浸水においても同地区周辺で特に被害が大きい

床上浸水・土砂災害 床下浸水・土砂災害



4.ハザードエリアの整理（土砂災害）
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⚫ 土砂災害警戒区域は、大竹市内においては市街化区域縁辺を中心として分布している



4.ハザードエリアの整理（平成30年7月豪雨）
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⚫ 直近の大規模災害履歴として、平成30年7月豪雨の被害を整理した

⚫ 大竹地域西側において大規模な浸水・冠水被害が発生したほか、立戸エリア・南栄エリ
アでも浸水・冠水被害が見られた



5.災害リスクの評価（人口分布のリスク）
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⚫ 浸水が想定されているエリアにも人口が分布しており、特に大竹地域の中心部は小瀬川の氾濫による洪水時に被
災エリアとなる地域に多くの居住者がいる状況である

⚫ 市街化区域全体として、土砂災害警戒区域に指定されている地域でも人口が一定数あり、土砂災害発生時には
被害が予想される

洪水浸水・土砂災害 津波浸水・土砂災害



5.災害リスクの評価（行政施設のリスク）
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⚫ 行政施設に関しては、ほとんどの施設で災害リスクは少ないが、木野支所では小瀬川の
氾濫による洪水の浸水深が比較的深く、被害が発生する可能性がある

⚫ また、玖波支所においても津波で約80cmの浸水が想定される

洪水浸水・土砂災害 津波浸水・土砂災害



5.災害リスクの評価（医療施設のリスク）
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⚫ 大竹地域においては浸水想定区域内に立地する医療施設が相当数存在しており、小瀬
川の氾濫による洪水発生時には機能障害に陥る可能性も考えられる

⚫ 玖波地域においては土砂災害警戒区域付近に位置する施設も存在する

洪水浸水・土砂災害 津波浸水・土砂災害



5.災害リスクの評価（高齢者福祉施設のリスク）
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⚫ 大竹地域では浸水想定区域内に位置する高齢者福祉施設が多数立地しており、小瀬川
の氾濫による洪水発生時には機能障害に陥る可能性も考えられる

⚫ 玖波地域においては、土砂災害警戒区域に２件立地している

洪水浸水・土砂災害 津波浸水・土砂災害



5.災害リスクの評価（商業施設のリスク）
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⚫ 大竹地域に立地するスーパーやその他大規模商業施設は浸水想定区域内に数件立地
しており浸水リスクが存在する

洪水浸水・土砂災害 津波浸水・土砂災害



5.災害リスクの評価（鉄道駅、交通結節点のリスク）
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⚫ 市内の鉄道やバスの走行経路は一部が浸水想定区域と土砂災害警戒区域内に位置し
ているため、小瀬川の氾濫による洪水や大雨等による土砂災害が発生した際、道路や
線路の浸水または傾斜地の崩落等により長期間の運休が生じる可能性がある

洪水浸水・土砂災害 津波浸水・土砂災害



5.災害リスクの評価（避難施設のリスク）

16

⚫ 大竹地域では浸水想定区域内や土砂災害警戒区域内に位置する避難施設が多く、災害
時に使用できない可能性があるため、避難行動などの対策を明確にしておく必要がある

⚫ 小方地域や玖波地域においても、土砂災害警戒区域内に位置する施設が複数ある

洪水浸水・土砂災害 津波浸水・土砂災害



5.災害リスクの評価（要配慮者利用施設のリスク）
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⚫ 市街化区域内の中でも特に大竹地域では浸水想定区域内や土砂災害警戒区域内に立
地する施設が多く、災害時における避難・救助方針を明確化しておく必要がある

⚫ 玖波地域においても土砂災害警戒区域内に立地する施設が複数ある

洪水浸水・土砂災害 津波浸水・土砂災害



6.防災指針策定に向けた課題の整理
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項目 内容 課題

ハザードエリア 水害 ⚫ 市街化区域では大竹地域の中心部や小方地域の南部でも浸水が想定されている
⚫ リスクが最も高いのは木野エリアで、5.0m以上の浸水が想定されている場所もある

床上・床下浸水状況
（H21～R1）

⚫ H21年～R1年までの床上・床下浸水状況を重ね合わせることで被害状況を整理した
⚫ 床上浸水は本町地区から白石地区にかけて、また立戸地区等でも複数年発生している
⚫ 床下浸水においても同地区周辺で特に被害が大きい

土砂災害 ⚫ 土砂災害警戒区域は、大竹市内においては市街化区域縁辺を中心として分布している

直近災害
（平成30年7月豪雨）

⚫ 平成30年7月豪雨では、大竹地域南部において浸水・冠水被害が発生したほか、小方地域南部の立戸エリアでも一部浸水・冠水被害
が発生

災害

リスク
の評価

居住の
リスク

人口分布 ⚫ 浸水が想定されているエリアにも人口が分布しており、特に大竹地域の中心部は小瀬川の氾濫による洪水時に被災エリアとなる地域
に多くの居住者がいる状況である

⚫ 市街化区域全体として、土砂災害警戒区域に指定されている地域でも人口が一定数あり、土砂災害発生時には被害が予想される

都市機能の
リスク

行政施設 ⚫ 行政施設に関しては、ほとんどの施設で災害リスクは少ないが、木野支所では小瀬川の氾濫による洪水の浸水深が比較的深く、被
害が発生する可能性がある

⚫ また、玖波支所においても津波で約80cmの浸水が想定される

医療施設 ⚫ 基幹的な医療施設では、メープルヒル病院と国立病院機構広島西医療センターが土砂災害警戒区域に立地しており、災害時には機
能障害に陥る可能性がある

⚫ その他医療機関については、大竹地域広域・小方地域南部において浸水想定区域内にある施設が多数あり、小瀬川の氾濫による洪
水時には機能障害に陥る可能性がある

高齢者福祉施設 ⚫ 大竹地域に位置する高齢者福祉施設のほとんどが浸水想定区域内にあり、小瀬川の氾濫による洪水時には機能障害に陥る可能性
がある

⚫ 玖波地域では、土砂災害警戒区域内に立地している施設がある

商業施設 ⚫ 大竹地域に立地するスーパーやその他大規模商業施設は浸水想定区域内に数件立地しており浸水リスクが存在する

鉄道駅
交通結節点

⚫ 市内の鉄道やバスの走行経路は一部が浸水想定区域と土砂災害警戒区域内に位置しているため、小瀬川の氾濫による洪水や大
雨等による土砂災害が発生した際、道路や線路の浸水または傾斜地の崩落等により長期間の運休が生じる可能性がある

防災関連

施設の
リスク

避難施設 ⚫ 大竹地域では、避難施設の大半が浸水想定区域内に立地している。そのほとんどが0～0.5m未満の浸水区域だが、木野地域周辺で

は、2.0～5.0m未満の浸水想定区域に立地する施設も複数ある
⚫ 小方地域・玖波地域ではおよそ半数の避難施設が土砂災害警戒区域内に立地している

要配慮者利用施設 ⚫ 大竹地域では、大竹小学校と大竹中学校が0～0.5mの浸水が想定されているエリアに立地している。また、医療機関や高齢者施設も
浸水想定区域内に複数立地している

⚫ 玖波地域では、玖波小学校、広島西特別支援学校をはじめとする複数の要配慮者利用施設が土砂災害警戒区域内に立地している

■分野別課題



6.防災指針策定に向けた課題の整理（大竹地域西側）
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■地域別課題

⚫ 大部分が浸水想定区域指定

⚫ 平成30年7月豪雨では浸水・冠

水被害が発生

⚫ 都市機能面で見ると、やまと病

院や多数の商業施設、要配慮

者利用施設などが浸水想定区

域内に立地

⚫ 木野エリアは一部5.0m以上の

浸水が想定されるほか、土砂

災害特別警戒区域が広範囲に

わたって広がるなど、災害時に

大規模な被害が想定される。

木野支所も立地

一定の人口があるエリアと
土砂災害警戒区域が隣接 都市機能が集積する地域で

も、浸水被害が想定される
H30.7豪雨では浸水・冠水が
発生

0～0.5mの浸水が想定され

るが、学校施設は垂直避難
が可能

行政施設が浸水想定区域内
に立地している



6.防災指針策定に向けた課題の整理（大竹地域東側）
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■地域別課題

⚫ 西側と比較すると被害は比較

的小さいと想定

⚫ ただし、商業施設や要配慮者

利用施設の立地する駅周辺は

浸水想定区域に位置するため

災害時に機能障害に陥る可能

性がある

都市機能が集積する地域で
も浸水被害が想定される
H30.7豪雨では浸水・冠水が
発生



6.防災指針策定に向けた課題の整理（小方地域）

21

■地域別課題

⚫ 南部の立戸エリアが浸水想定

区域に指定

⚫ 平成30年7月豪雨では浸水・冠

水被害が発生

⚫ 土砂災害警戒区域内には、立

戸エリアを除き都市機能は立

地していないが、一定数の人口

があり、相当の被害が見込ま

れる

⚫ 市内最大規模の商業施設であ

るゆめタウン大竹はハザードエ

リア外であり、避難場所として

活用できる

一定の人口がある
エリアと土砂災害警
戒区域が隣接

市街地への経路がハザー
ドエリアと隣接

小方小・中学校への避難
が必要

都市機能が集積する地域で
も浸水被害が想定
H30.7豪雨では浸水・冠水が
発生



6.防災指針策定に向けた課題の整理（玖波地域）
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■地域別課題

⚫ 水害というよりは土砂災害によ

る被害が想定される

⚫ 特に玖波小学校、広島西特別

支援学校、メープルヒル病院、

国立病院機構広島西医療セン

ターをはじめとする複数の要配

慮者利用施設が土砂災害警戒

区域内に立地

一定の人口がある
エリアと土砂災害警
戒区域が隣接

学校や基幹的な医療機関
が土砂災害警戒区域内に
立地している



7.【参考情報】他都市の事例（郡山市）
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出典：防災コンパクト先行モデル都市（国土交通省）



7.【参考情報】他都市の事例（郡山市）
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7.【参考情報】他都市の事例（郡山市）
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